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1.会社概要

1.組織の概要

株式会社 藤島工務店事業所名1）

代表取締役 藤島 友一代表者氏名

〒869-1109 熊本県菊池郡菊陽町新山三丁目５番１１号本 社所在地2）

専務取締役 藤島 正太郎環境管理責任者3）

総務部 宇佐川 千佳担当者

TEL 096-232-0530 FAX 096-232-0544連絡先

Eメールアドレス usagawa@fujishima.jpn.com

（建築工事業）建設業事業の内容4）

(2022年8月決算）第44期９億７，５０８万円総売上額：事業の規模5）

本社単位

15人従業員数

631.2㎡延床面積

９月～翌年８月事業年度6）

昭和４７（１９７２）年１月 藤島工務店創立創立7）

2.認証・登録の対象範囲

（建築工事業）建設業事業活動1）

本社対象事業所2）

2

棟

2017年

度

2018年

度

2019年

度

2020年

度

2021年

度

公共 511,274 352,914 1,035,687 101,070 691,497

新築住宅 245,323 445,888 346,862 477,656 254,695

その他 71,183 34,863 18,798 40,596 28,893

住宅受注数（棟） 15 20 15 12 11
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基本理念

株式会社 藤島工務店は、かけがえのない地球を次世代の子どもたちに残すため、地
球温暖化などの環境問題が人類共通の重要課題であることを認識し、ここに環境経営方
針を定め、全社員一丸となって以下の事項について自主的、積極的に環境への取り組み
に努め、環境経営の継続的改善を図ります。

行動指針

１、ＺＥＨビルダーとしてZEH普及を目指します。
２、電力、燃料等のエネルギー使用量を削減し、二酸化炭素排出量を削減します。

３、産業廃棄物排出量を削減し、かつ廃棄物の再資源化を推進します。

４、節水に努め、水使用量を削減します。

５、化学物質使用量を削減します。

６、環境に関する法律を遵守します。

上記の方針達成のために全社員に周知徹底し、環境活動を推進します。

制定 ２０２１年１１月１日

改訂 ２０２３年 ４月１日

株式会社 藤島工務店

代表取締役 藤島 友一

2.環境経営方針
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代表取締役

藤島 友一

環境管理責任者

藤島 正太郎

EA21委員会

EA21事務局
藤島 正太郎
清村 行徳
宇佐川 千佳

宇佐川 千佳

総務・経理部住宅部工事部

宇佐川 千佳清村 行徳藤島 正太郎

・化石燃料使用量担当（宇佐川） ・電気使用量、節電担当（道木）
・車両担当 （各使用者） ・一般廃棄物担当 （松永）
・CO₂排出量担当 （松永） ・水道使用量、節水担当（宇佐川）

・産業廃棄物リサイクル担当（各工事現場代理人） ・法令遵守担当 （宇佐川）
・社会貢献活動担当（各工事現場代理人）

役割分担

役割・責任・権限所属

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ

代表取締役

・環境経営方針書を作成、見直し、従業員に周知する

・環境管理責任者、EA21事務局員を任命する

・環境への取組を実施するための資源（人・もの・金銭）を準備する

・EA21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

・EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築、実行し、環境実績を向上させる

環境管理責任者
・毎年、環境経営目標、環境経営計画を作成する

・3ヵ月に1回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況を確認・評価する

・上記の結果を代表者に報告する

・３ヵ月に1回開催し、環境経営目標及び環境経営計画の実施状況を審議するEA21委員会

・環境経営責任者を補佐し、EA21文書及び記録類、及び基礎データの作成・維持・集計・管理を行
うEA21事務局

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する

各部門長

・環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する

・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する

・自部門に関連する法規制等を順守する

・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

・自部門の教育・訓練を実施する

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
全社員

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

3.実施体制
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2021年度：2021年9月～2022年8月

環 境 経 営 目 標実績実績(基準値)

2023年度2022年度2021年度2020年度

環境目標環境目標環境目標基準年実績項 目番号

24,89825,15526,49825,668
二酸化炭素排出量の削減1

3％削減2％削減3％増㎏-CO2

23,35323,59430,63724,075
電気使用量の削減1-1

3％削減2％削減27％増kWh

4,2874,3323,5314,420
ガソリン使用量の削減1-2

3％削減2％削減20％削減ℓ

2,4032,4272,6352,477
軽油使用量の削減1-3

3％削減2％削減6％増ℓ

2021年度
2%削減

2021年度
1%削減

399
㎏ー一般廃棄物の

リサイクル推進2-1

93%92%82.5%リサイクル率
87.9％

建設産業廃棄物の
リサイクル率向上2-2

112.5113.7156.0116
水使用量の削減3

3％削減2％削減34％増m3

2回/年2回/年2回/年2回/年地域貢献4

50％25％11％0％ZEH達成率5

☆化学物質の使用はなし。

☆環境経営の観点から考慮して、産業廃棄物及び一般廃棄物は行動目標とする。

☆☆二酸化炭素排出量＝電気使用量✕0.371＋ガソリン使用量✕2.32＋軽油使用量✕2.59

※電気のCO2排出係数：”九州電力㈱”の2018年度調整後の排出係数 0.371kg-CO2/kWhを使用

☆☆☆灯油は除外（季節性がある為）目標設定せず日常管理とする。

4.環境経営目標
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実施状況評価実施
責任者頻度具 体 的 な 活 動項 目

現場本社

○△松永毎日①昼休みの消灯１.二酸化炭素排出量

1-1.電気使用量の削減 ○○道木毎日②使用時以外のトイレの消灯

○○宇佐川毎日③OA機器、空調機の退社時の電源オフ

○○宇佐川毎日④空調機の室内温度設定・実施の徹底

△△宇佐川年2回⑤空調機フィルターの定期的清掃(夏・冬)

○○宇佐川毎日⑥日よけ(夏季)、ブラインドによる室温上昇防止

○○宇佐川毎日⑦使用しない設備・機械の電源遮断、プラグ抜き

○○道木毎日⑧節電表示の徹底

○○宇佐川適時⑨使用時季(夏・冬)以外はブレーカーを切る(空調機)

○○藤島専務毎日①社用車エコドライブの推進・徹底
(アイドリングストップ、経済運転など)

1-2.ガソリン使用量の削減

○○藤島専務毎日②車両点検の実施
(車の状況、タイヤ空気圧チェックなど)

ーー藤島専務将来③低燃費車を増やす

○○宇佐川毎月④社用車の車両別燃費の把握

○ー藤島専務毎日①社用車エコドライブの推進・徹底
(アイドリングストップ、経済運転など)

1-3.軽油使用量の削減

○ー藤島専務毎日②重機機械エコドライブの推進・徹底
(アイドリングストップ、経済運転など)

○ー藤島専務毎日③車両点検の実施
(車の状況、タイヤ空気圧チェックなど)

ーー藤島専務将来④低燃費車を増やす

△ー藤島専務将来⑤低排出ガス対策型機(2011年基準以降)を使用する

○ー宇佐川適時⑥社用車の車両別燃費の把握

○○松永毎日①廃棄物の分別促進２.廃棄物のリサイクル化と
廃棄物排出量と
廃棄物排出量の削減
(一般・産廃共通)

○○松永毎日②コピー用紙の再利用(裏面の利用)

△○宇佐川毎日③リサイクル促進(建設副産物リサイクル率100％)

○○宇佐川適時④適切な業者の選定と引渡

○○松永適時⑤マニフェスト伝票の適切な管理

○○宇佐川毎日①節水ステッカー表示３.水使用量の削減

○○宇佐川毎日②節水の工夫と実施(適量の給湯、出しっ放し防止など)

○○藤島専務年2回①ボランティア活動の実施 ・道路清掃
・地域の草刈４.地域貢献

○：出来た評価基準

△：改善の余地あり

×：出来なかった

5.環境経営計画及び実施状況評価
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取組期間：2021年9月～2022年8月(2021年度)

評価及び今後の
取り組み内容判定達成度2021年度

実績

2021年度
目標値
(△1％)

2020年度
実績項 目

CO2排出量の目標未達。
本社は目標達成だが、受
注工事の特性の影響が大
きい。×96%26,49825,41125,668CO2排出量の削減

(㎏-CO2)
１

電気使用量の目標未達。
本社は目標達成だが、受
注工事の件数が増えたた
め使用量も増えてしまっ
た。

×78%30,63723,83424,075電気使用量の削減
(kWh)

１－１

ガソリン使用量の目標達
成。
引き続き安全運転、エコ
運転に努める。○124%3,531.004,375.84,420.00ガソリン使用量の

削減(ℓ)
１－２

軽油使用量の目標未達。

引き続き安全運転、エコ
運転に努める。×93%2,635.002,452.22,477.00軽油使用量の削減

(ℓ)
１－３

環境経営目標は達成できた。
分別推進できた。社内文書は裏
紙使用を徹底、工事現場では建
設リサイクル法を順守するため
に保管場所の確保や分別活動の
推進を実施した。

○100%分別活動を
推進した。

分別活動推
進

分別活動を
推進した。

一般廃棄物の
リサイクル

２－１

目標未達。
工事現場では建設リサイ
クル法を順守するために
保管場所の確保や分別活
動の推進を徹底していく。

×83%82.5%100%87.9%
建設産業廃棄物の
リサイクル率向上

(％)
２－２

目標未達。
今後も社員一同節水に取
り組む。×74%156114.8116水使用量の削減

(㎥)
３

目標達成。
今後ともさらに地域貢献
に取り組む。○100%222地域貢献(回)４

6.短期環境経営の実績及びその評価と今後の取り組み
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遵守評価の結果、環境法規の違反はありません。なお、関連機関からの指導や訴訟もありません。

評価者：環境管理責任者 藤島 正太郎 遵守評価日：令和５年１月３１日

コメント遵守評価記録頻度等遵守事項(法規制/自主規制)届出対象設備、施設適用内容法規制等

(法規制)
産業廃棄物置場産業廃棄物の保管廃棄物処理法

○(表示板)設置時1.表示板の設置

(自主規制)

〇ー1回/週(確認)1.清掃、漏洩防止

(法規制)
委託業者委託契約書

○委託契約書契約時1.委託契約書(書面)有

(法規制)
委託業者マニフェスト伝票管

理

○マニフェスト伝票処理委託時1.マニフェストの発行、管理有

○マニフェスト伝票発行後2.各票の受領確認有

(法規制)
運搬作業産業廃棄物の運搬

○運搬時1.産業廃棄物運搬の表示

○運搬時2.マニフェスト伝票の携帯

(法規制)
産業廃棄物産業廃棄物管理票交

付等
状況報告

○産業廃棄物管理票交付等1回/年
1.マニフェスト伝票の集計(4月～翌年3月の1
年分)

○状況報告書1回/年
2.マニフェスト伝票の携帯(同年4月～6月に届
出)

(法規制)
土木工事資材建設(土木)工事に関

る資材
の再資源化の促進

建設リサイクル法

○施工計画書対象工事実施時1.土木工事に関る分別、再資源化の実施有

○2.対象工事の7日前までの市町村長への届出有

○3.再資源化完了の書面報告有

(法規制)
特定建設作業土木工事における騒

音規制
の遵守

騒音規制法

○
施工計画書対象工事実施時1.規制基準に従った施工方法の実施

2.適切な工事時期の設定

(法規制)
特定建設作業土木工事における振

動規制
の遵守

振動規制法

○
施工計画書対象工事実施時1.規制基準に従った施工方法の実施

2.適切な工事時期の設定

(法規制)
業務用エアコン
室外機

業務用エアコンの
廃棄
(フロン使用)

フロン排出抑制法

○点検表適時(3ヶ月毎)1.定期点検の実施(3ヶ月毎)
業務用エアコン付重
機

該当なし―領収書,業者報告書等廃棄時2.廃棄時の適正処置(発生時のみ)(フロン使用)

処理委託初提出、処理報告書の受理

該当なし―(法規制)テレビ
テレビ、(小型)
エアコン使用

家電リサイクル法

該当なし―領収書支払い時1.リサイクル料支払い(発生時のみ)家庭用エアコン
PC、周辺機器使用PCリサイクル法

該当なし―業者報告書等廃棄時2.廃棄時の適正処置(発生時のみ)パソコン類

(法規制)
社用車社用車の適切な廃棄自動車リサイクル法

該当なし―領収書支払い時1.リサイクル料支払い(発生時のみ)

該当なし―業者報告書等廃棄時2.廃棄時の適正処置(発生時のみ)

7.環境関連法規の取りまとめと遵守評価
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環境経営レポート第2版作成を終えて・・

環境経営レポート初版から1年が経ちました。

2021年度を振り返ると2020年度に比べて売上高が上がり電気使用量、水道使用量共に増えててし
まったが近場の工事現場が増えたためガソリンの使用量は削減している。建設業という職種のため
売上が増えるとCO2排出量なども増えてしまうが、私たちに何ができるか・・？？と、常に考え、
チャレンジし環境経営に取り組みます。

世間でもＳＤＧＳをよく耳にするようになり、社内・現場内でもエコアクション21への取り組む体
制が整い始めました。まだまだ改善箇所はたくさんありますが、社員一丸となって明るい未来のた
めに取り組み続けます。

令和5年3月24日
環境経営レポート作成
総務 宇佐川

代表者よりひとこと・・

エコアクションに取り組み1年が経ちまだまだ試行錯誤している段階だと思いますが、最近では為
替相場が大きく変動し超円安水準も記録しました。このことも影響し国内では物価上昇を招き、原
油の高騰から電気料金まで大幅に値上げされました。私達が貢献できることは社内だけの取組では
なく、私たちが持っている商品を通してもっと環境負荷の軽減に役立て、社会に貢献できるよう努
力しなければなりません。

令和5年4月1日

株式会社 藤島工務店
代表取締役 藤島 友一

8.全体の評価と見直し・指示の結果



株式会社 藤島工務店


